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　受動喫煙を防止する取組みは、マナーからルール
へ変わります。今月は、改正健康増進法で定める受
動喫煙防止対策や、喫煙による健康被害について紹
介します。？健康増進課健康増進担当 内線142

なくそう
受動喫煙　義務違反時に指

導、命令、罰則が
適用されます。

　市では、市役所、上下水道部庁舎（浄水場
内）、消防署、消防署南分署の駐車場を含む
敷地内を終日禁煙としています。受動喫煙防
止のため、ご理解とご協力をお願いします。
？庶務課管財担当☎768-3111 内線294、水道課管
理担当☎768-1111、消防課庶務係☎768-1020

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、
約
5
3
0
0
種
類

も
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
、
そ
の
う
ち
人

体
に
悪
影
響
を
与
え
る
発
が
ん
性
物
質
が

70
種
類
以
上
も
あ
り
ま
す
。
喫
煙
が
原
因

で
発
症
し
た
肺
が
ん
な
ど
に
よ
る
死
亡
者

数
は
、
世
界
で
年
間
約
5
0
0
万
人
、
受

動
喫
煙
で
は
約
60
万
人
に
上
る
と
報
告
さ

れ
て
い
て
、
日
本
で
も
受
動
喫
煙
が
原
因

で
年
間
約
1
万
5
0
0
0
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
者
が
吸
う
煙
を
主
流
煙
、
火
の
つ

い
た
た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
煙
を
副
流
煙

と
い
い
、
特
に
副
流
煙
に
は
有
害
物
質
が

主
流
煙
の
何
倍
も
の
濃
度
で
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
受
動
喫
煙
と
は
、
自
分
の
意
志
に

関
わ
ら
ず
、
副
流
煙
や
喫
煙
者
が
吐
き
出

す
呼
出
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
し

ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
人
も
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
た

ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
影

響
を
受
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
取
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、
健
康
増
進
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
7
月
１
日
か
ら
一
部
施
行

が
開
始
さ
れ
、
子
ど
も
や
患
者
、
妊
産

婦
な
ど
、
特
に
健
康
へ
の
影
響
が
大
き

い
人
に
配
慮
し
て
、
学
校
、
病
院
、
児

童
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

行
政
機
関
の
庁
舎
等
で
は
原
則
敷
地
内

禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
健
康
増
進
法
は
、
令
和
２
年
４

月
１
日
か
ら
全
面
施
行
と
な
り
、
飲
食

店
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
施
設
が
原

則
屋
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
屋

外
や
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
望
ま
な
い
受

動
喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
ル
ー
ル

を
守
り
、
受
動
喫
煙
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
か
ら

健
康
を
守
る

多
く
の
施
設
が
原
則
屋
内
禁
煙
へ

改正健康増進法のポイント

　多数の人が利用す
る施設、旅客運送事
業船舶・鉄道、飲食
店等は原則屋内禁煙
となります。

　20歳未満のかた
は、従業員であって
も、喫煙エリアへの
立ち入りが禁止され
ます。

　喫煙が可能となる
各種喫煙施設があり
ます。加熱式たばこ
に限定した喫煙室も
あります。

　喫煙室がある場
合、必ず標識が掲
示されます。

罰則の適用
（過料）
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🅠
ど
う
し
て
副
流
煙
に
含
ま
れ
る

　
有
害
物
質
の
ほ
う
が
多
い
の
？

　

た
ば
こ
を
吸
う
と
、
先
端
の
火
の
部
分
に

酸
素
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
燃
焼
温
度
が
上
昇

し
、
赤
く
光
り
ま
す
。
こ
の
時
、
先
端
温
度

は
9
0
0
度
に
も
達
す
る
た
め
、
主
流
煙
の

有
害
物
質
が
分
解
さ
れ
た
状
態
と
な
り
ま

す
。フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
吸
い
込
む
た
め
、

有
害
物
質
は
更
に
減
少
し
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
、
副
流
煙
は
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
ず
、
た

ば
こ
の
先
端
の
温
度
は
5
0
0
度
と
低
い
た

め
、
多
く
の
有
害
物
質
が
分
解
さ
れ
ず
に
煙

の
中
に
残
っ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

🅠
副
流
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は

　
主
流
煙
と
比
較
し
て
ど
の
く
ら
い
多
い
の
？

　

三
大
有
害
物
質
の
他
に
も
、
発
が
ん
性
物

質
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
物
質
が
、
副
流

煙
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

🅠
加
熱
式
た
ば
こ
も

　
健
康
に
影
響
は
あ
る
の
？

　

加
熱
式
た
ば
こ
は
、
通
常
の
た
ば
こ
と
同

じ
た
ば
こ
の
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

流
煙
に
含
ま
れ
る
発
が
ん
性
物
質
の
含
有
量

は
、
た
ば
こ
に
比
べ
て
少
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
た
ば
こ
と
同
程

度
の
ニ
コ
チ
ン
を
含
む
製
品
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
健
康
被
害
へ
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
た
ば
こ
の
安
全

な
代
替
品
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
に

つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た ば こ の 先 端 で
900度にまで熱せ
られ、有害物質が
分解された煙

主流煙と副流煙に含まれる
主な有害物質含有量の比較
成　分 主流煙 副流煙

ニトロソアミン
（発がん性物質） 1  52倍

アンモニア
（目を刺激する） 1  46倍

一酸化炭素 1 4.7倍
タール 1 3.4倍
ニコチン 1 2.8倍

知っていますか
たばこの煙の危険性

　

た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の

中
で
も
、
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
、
一
酸
化

炭
素
は
、
三
大
有
害
物
質
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
血
液
を
通
じ
て
全
身
に
運
ば
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン

　

血
管
を
収
縮
さ
せ
血
流
を
悪
く
し
、
心

拍
数
の
増
加
や
血
圧
の
上
昇
等
を
促
進
し

ま
す
。
強
い
依
存
性
が
あ
り
、
使
用
を
止

め
る
困
難
さ
や
離
脱
症
状
の
厳
し
さ
な
ど

に
お
い
て
、
ヘ
ロ
イ
ン
や
コ
カ
イ
ン
な
ど

の
薬
物
と
同
等
の
特
徴
を
有
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
ル

　

肺
を
黒
く
す
る
ヤ
ニ
の
成
分
で
す
。
発

が
ん
性
物
質
や
発
が
ん
を
促
進
す
る
物
質

が
数
十
種
類
以
上
含
ま
れ
、
が
ん
の
原
因

に
な
る
と
と
も
に
、
肺
の
機
能
を
低
下
さ

せ
ま
す
。

一
酸
化
炭
素

　

血
液
中
の
酸
素
を
運
ぶ
機
能
を
阻
害

し
、
酸
素
不
足
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
息

切
れ
、
運
動
能
力
の
低
下
、
動
脈
硬
化
な

ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
で
は
、
が
ん
、
循
環
器
系
疾

患
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
が
更
に
高
ま
り
ま

す
。
特
に
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
場
合
、

低
出
生
体
重
・
胎
児
発
育
遅
延
、
乳
幼
児

突
然
死
症
候
群
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　受動喫煙と肺がん、虚血性心疾患、脳卒中の因果関係
については、科学的根拠が証明されています。その他にも、
口腔、咽頭、鼻腔、副鼻腔、食道、胃、肝臓、膵

すい

臓、ぼ
うこう、子宮頸部のがんとの因果関係もあるとされてい
ます。未成年の場合、がんや循環器疾患だけでなく、全
死因の死亡リスクを増加させます。

　市と包括協定を締結している日本薬科大学で、喫煙に関する調査研究
を行っている教授の土

ど

井
い

孝
たか

良
よし

さんにお話を伺いました。

日本薬科大学
一般薬学部門教授
薬学博士
土井 孝良さん

　欧米では、喫煙は違法薬物への登竜門という意味
の「ゲートウェイドラッグ」といわれ、更に「スモー
キングキルズ（喫煙は人殺しだ）」という言葉があ
るほど、喫煙に対して強い警告がされており、吸わ
ない人が受動喫煙を拒絶するのがあたりまえです。
日本では、喫煙や受動喫煙がどれほど健康に悪影響
を与えるかという注意喚起や教育が長い間されてき
ているにもかかわらず、禁煙化が進んでいません。
日本の受動喫煙に対する規制等の整備は、世界的に
見ても遅れをとっていることが世界保健機関
（WHO）からも指摘されています（１）。
　６年制薬学部生全学年を対象に実施した喫煙に関
する意識アンケート調査（２）では、「周囲のタバ

コの煙で不快な思いをした」という喫煙を否定する
回答が学年が上がるにつれて増加しました。しかし、
５・６年生の多くが非喫煙者であると回答したにも
かかわらず、「タバコは嗜

し

好品（味や刺激を楽しむ品）」
という喫煙の嗜好性を肯定し、喫煙の文化性を容認
する回答も増加したのです。このような喫煙を暮ら
しに根付いた行為であるとする「社会的ニコチン依
存」が日本の禁煙化を遅らせている理由の一つだと
考えています。

　６年制薬学部に入学した１年生の喫煙に関する意
識調査研究（３）では、母親が喫煙する場合に「医
者はタバコの害を騒ぎすぎる」とした回答が増加し、
兄弟姉妹が喫煙する場合に「タバコには効用（体や
精神に良い作用）がある」及び「喫煙者の頭の働き
を高める」とした回答が増加しました。喫煙する家
族の存在が喫煙に対する意識を肯定的に導き、社会
的ニコチン依存の背景となっている可能性が考えら
れます。
　「たばこは嗜好品だから」「喫煙する家族がいるか
ら、多少自分が犠牲になっても…」と受動喫煙を許
していませんか。「スモーキングキルズ」という主
張を一人一人がすることが、受動喫煙防止の第一歩
です。
編集　広報広聴課広報広聴担当 内線209

（１）�WHOでは、日本の受動喫煙対策を4段階評価の最低レベルとしています。平成25年までに世界49か国で屋内全面禁煙の法
　規制が施行されています。

（２）�土井孝良、田村道、奈佐吉久、佐古兼一、齋藤博、原口一広「６年制薬学部全学年を対象とした喫煙に関する調査研究－�
　喫煙の嗜好・文化性について－」日本薬科大学教育紀要、第Ⅴ巻、P42-46（2019）

（３）�土井孝良、齋藤勝也、田村道、西川由浩、村井保之「６年制薬学部に入学した１年生の喫煙意識に関する意識調査研究－
　喫煙家族の影響－」第３回日本薬学教育学会大会講演要旨集、P-097（2018）

Interview

社会的ニコチン依存の原因が何かを探る

進まない日本の受動喫煙対策の背景にあるものとは

ぜんそくの既往

乳幼児突然死症候群

主流煙に比べて燃
焼温度が低く、有
害物質を多く含ん
だまま立ち上る煙

主流煙副流煙

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

た
ば
こ
の
三
大
有
害
物
質

受動喫煙はこんなに危険！

た
ば
こ
Q
＆
A

出典　厚生労働省「喫煙と健康　喫煙の健康影響に関する検討会報告書」

肺がん

臭気・鼻への刺激感

虚血性心疾患

フィルター

脳卒中

呼吸器の急性影響


